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高が，総売上高の 5 分の 1 から 4 分の 1 を占め，金額でいえば 200 ～ 250 万円に上ったと推計され
る。1 日当りの手紙到着数は，平均で 1,000 通を数え，月刊のカタログ『みつこしタイムス』は，月
3 ～ 5 万部発送されていたという。また，1911（明治 44）年には，東京市内の各郵便局から発送さ
れた代金引換小包郵便の約 14% が三越によるものだったといわれ，その数約 14 万個，書留小包郵
便を含めると，年間発送数は 20 万個程度であったとみられる。さらに，東京本店においては，通信
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そもそも，日本の百貨店は，1905（明治 38）年に三越が主要新聞各紙に発表した，いわゆる「デ








，「写真部」「靴部」「新美術部」は 1907（明治 40）年，「子供部」（＝子供用品部門）は 1908（明































































































































































































































○ ＝ △ ○ ＝ △
田鶴【10代】 新十郎三次【9代】 薫 鈴木
（1894年生） （養子、1919年没） （1899年生） 信雄
〔1949年〕
○ △ ＝ ○ ○ ○ ○
千よふ 太郎【11代】 久美子 玉枝 光子 蘭子














1916 年 27,146 22,697 83.6% 56,284 47,059 
1917 年 42,773 18,246 42.7% 72,308 30,844 
1918 年 57,515 20,510 35.7% 72,241 25,762 
1919 年 97,252 29,586 30.4% 91,813 27,931 
1920 年 77,312 34,555 44.7% 69,796 31,195 
1921 年 64,956 27,020 41.6% 63,972 26,611 
1922 年 82,433 28,342 34.4% 82,433 28,342 
1923 年 ― 36,585 ― 36,926 
1924 年 154,840 34,970 22.6% 154,840 34,970 







（注 1）金額の単位は円。     
（注 2）実質価格は，1924年を基準とする消費者物価にてデフレートしたもの。大川一司
ほか『長期経済統計8　物価』（東洋経済新報社，1967年）134頁のデータを利用した。  
   
項目 金額 構成比 項目 金額 構成比
実収入（A） 20,678 100.0% 消費支出（E） 10,744 100.0%
　家賃及貸地料 8,803 42.6% 　賄費 2,824 26.3%
　小作料 6,473 31.3% 　被服費 1,695 15.8%
　籾売却代及土地代 3,728 18.0% 　備品費 165 1.5%
　自作農作物 306 1.5% 　消耗品費 851 7.9%
　株券配当 963 4.7% 　通信費 67 0.6%
　雑収入 405 2.0% 　教育費 9 0.1%
実収入以外の収入（B） 86,909 　運賃 18 0.2%
　預貯金引出・借入 86,538 　車馬賃 358 3.3%
　貸付返済 371 　衛生費 170 1.6%
実支出以外の支出（C） 77,374 　贈与費 31 0.3%
　株金払込 2,955 　交際費 391 3.6%
　預入・借入返済 73,383 　雑給 2,122 19.7%
　貸付 1,036 　雑費 442 4.1%
非消費支出（D） 17,115 　雑支出 1,602 14.9%
　税 9,751 収入総額（A+B） 107,587 
　保険費 565 支出総額（C+D+E） 105,232 
　利息 6,798 差し引き 2,355 
（出所）「大正拾参年度　収支内訳帳」（田中本家資料，生活1-218-1）より作成。   
（注1）金額の単位は円。不突合は四捨五入による。      
（注2）実収入のうち，「家賃及貸地料」は原資料の数字から「住宅修繕費」「貸家修繕費」を差し引いたもの。同様に，
「小作料」は「小作料修繕費」，「籾売却代及土地代」は「植林費」「農業費」「畜産費」をそれぞれ差し引いたもの。 
（注3）「雑収入」は大部分が「小作料延引」。      
（注4）「雑給」は使用人などに対する給与。      
（注5）「雑費」は書籍代・新聞代や租税不足分など，「雑支出」は布施・心付・謝礼など。    
（注6）表に挙げたほか，「田中邦治様勘定」として田中本家の「出」が2,048円，「入」が162円計上されている。同様に，
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表 1 に示される収入の規模は，田中本家が資産家と呼びうる存在であったことを物語っている。
たとえば，内閣統計局による家計調査（1926〈昭和元〉～ 1927〈昭和 2〉年）によれば，銀行会社員
の 1 ヶ月当り実収入は 156 円 34 銭，自作農家の 1 ヶ月当り実収入は 112 円 53 銭となっており
（24）
，年
額に直せば，銀行会社員が 1,876 円 08 銭，自作農家が 1,350 円 36 銭となる。田中本家の家賃地代・
小作料は 42,885 円（1925 年）であったから，実収入で比べると，銀行会社員の約 23 倍，自作農家
の約 32 倍という高水準にあったことがわかる。





































番号 差出・作成 所在地 年代 通数 内容
1 三越（百貨店） 日本橋区 1912-26 年 73 別表参照，注文あり








4 三光堂本店（蓄音器） 京橋区 1913-14 年 8 注文（13/2/28，3.94），太十（染太夫）（13/4/4），音譜（13/4/29，31.56），注文（13/6/30），注文（13/12/7，5.32），広告，挨拶状
5 三銀愛陶会（美術陶器） 京橋区 1914-22 年 8 頒布会の商品発送通知
6 松坂屋（百貨店） 上野 1921-23 年
7 注文（21/12/24），注文（23/2/1，40.18），駱駄シャツ 2 枚（23/1/30，
38.00），本毛シャツ（23/2/5，19.00），品切れ詫び状（23/3/27），
広告，挨拶状




8 廣文庫刊行会 本郷区 1921-22 年 6 広告
9 東洋蓄音器東京出張店 京橋区 1913 年 5 広告
10 井筒屋香油店 日本橋区 1922-23 年 5 すみれ一合瓶（22/11/15，2.15），寿一合瓶（2.15）・桜一号瓶（1.15）（22/5/15），すみれ一合瓶（23/3/13，2.15），広告，挨拶状
11 報知社代理部 丸ノ内 1913-22 年 4 蝿取紙照会への返信（13/7/17，本年の取り扱いなし），注文品（鮭の子粕漬）売り切れへの詫び状（22/7/24）
12 仲徳次郎（売薬化粧品） 神田区 1913-14 年 3 輸入石鹸（13/11/21），挨拶状
13 友田商店 日本橋区 1913 年 3 注文（13/6/10，0.48），注文（13/7/7，1.25），注文（13/7/19，0.48）
14 宅間末廣堂（毛染料） 浅草区 1922-23 年 3 黒蝴蝶 3（22/11/4，1.50），黒蝴蝶 3（23/5/7，1.50），広告・注文用紙
15 大日本猟犬商会 麻布区 1922-29 年 3 ヒツ助革 2（1.00）・石ケン 3（0.90）・ブラシ（0.90）（29/6/29），土佐犬の価格照会への返事
16 日本畜犬協会 麻布区 1922 年 3 首輪（1.70）・クサリ（1.40）（22/3/21），広告
17 松井良輔商店（別珍問屋） 日本橋区 1923 年 3 注文（23/1/22，1.05），注文（23/1/30，4.03），注文（1/17，5.55）
18 金尾文渕堂（書籍） 麹町区 1913 年 2 広告
19 大正美術会 本郷区 1913 年 2 頒布会の広告
20 白牡丹本店 京橋区 1921 年 2 差櫛 2（9.20）・銀七（3.70）・帯〆組（0.68）・セルロイドローマ止（1.75）（21/9/7），挨拶状
21 実業之日本社代理部 京橋区 1922-23 年 2 鰊（22/1/20，1.00），広告
22 柳屋本店地方部（香油） 日本橋区 1922-23 年 2 げし如園 5（22/10/28，1.00），折司 2（23/2/12，0.70）
23 桐山商店（衣類用染料） 麹町区 1922 年 2 挨拶状，注文用紙
24 西川商店地方部 日本橋区 1922 年 2 座布団 20（22/9/26，147.00）
25 佐々木商店（化粧品） 京橋区 1923 年 2 ラクール（23/1/29，3.30），発送延引の詫び状
26 国華堂 本所区 1912 年 1 注文照会への返信（12/17）
27 伊藤桜花園（化粧品） 本郷区 1913 年 1 パンドラーホー江（2/16）
28 神田商店（羽毛貿易） 下谷区 1913 年 1 体温布足布団（12/7，2.30）
29 慈恵医院薬品部 神田区 1913 年 1 広告・注文用紙
30 ラヂウム商会 京橋区 1913 年 1 ワツセル（1.60，12/19）
31 東京囀春書会（書画頒布会）下谷区 1913 年 1 広告
32 岡田商店（毛染料） 日本橋区 1914 年 1 広告
33 絵画清談社（雑誌） 芝区 1914 年 1 広告
34 川越書店（誠進堂） 神田区 1914 年 1 広告・注文用紙
35 丸木写真館（丸木利陽） 芝区 1914 年 1 挨拶状
36 十三や櫛店 池之端 1919 年 1 注文照会への返信（2/7）
37 日本国写真通信社 麹町区 1919 年 1 広告・注文用紙
38 丸善 日本橋区 1920 年 1 オリオン万年筆（2.80）・オノト万年筆（7.00）・アルビオン万年筆（5.50）（20/2/24）
39 玉翁人形店 日本橋区 1920 年 1「金太郎荷造不都合」の詫び状（5/31）
40 尾崎養心堂（蟻よけ） 府中町 1921 年 1 蟻よけ二円瓶（8/18）
41 功藝社（美術図書出版） 日本橋区 1921 年 1 広告・注文用紙
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42 尾崎光仁堂（蟻よけ） 日本橋区 1922 年 1 広告
43 加藤商店（唐木細工） 神田区 1922 年 1 挨拶状
44 資生堂通信販売部 京橋区 1922 年 1 白粉（2/3，0.80）
45 ジヤデン支社 本所区 1922 年 1 汗止白粉（5/13，0.60，ただし品切れ返金）
46 ライオン石鹸 本所区 1922 年 1 洗三号石鹸 28 個（8/3）
47 和光堂本店 神田区 1922 年 1 注文（3/27，2.00）
48 寿美礼堂・斉藤鐵太郎商店（化粧品） 両国 1922 年
1 挨拶状
49 缶詰普及協会 麹町区 1923 年 1 さけ缶（5/17，0.90，ただし「当協会にては販売事務取扱不致」とのことで返金）
50 富澤国五郎（近江屋号） 本郷区 1923 年 1 鯛めぶ（23/3/6，3.50）
51 中山太陽堂（化粧品） ― 1923 年 1 広告
52 山城屋商店（食料品） 日本橋区 1923 年 1 あみ佃煮（4/17）
53 祷村伝兵衛（櫛） 京橋区 1923 年 1 注文（4/18，1.40）
54 清野書店通信販売部 千駄ヶ谷町 1925 年 1 注文用紙
55 常盤書房 小石川区 1926 年 1 土木行政論
56 婦女界社代理部 丸ビル 1926 年 1 注文（26/8/23，2.19）
57 澤田洋服店 京橋区 1927 年 1 広告・注文用紙
58 岡本菊花堂（化粧品） 芝区 ― 1 挨拶状
59 酒悦福神漬店 下谷区 ― 1 福神漬（3/14，0.50）
60 畳屋薬本舗 千住町 ― 1 広告
61 東明商会卸部 本郷区 ― 1 ブラシ（9/11）
62 ばら新（横山新之助） 本郷区 ― 1 挨拶状
63 平尾賛平商店 ― ― 1 広告
64 文正社（図書出版） 神田区 ― 1 広告・注文用紙
65 三河屋和洋食料品店 京橋区 ― 1 広告
66 吉田頑固店（薬） 浅草区 ― 1 広告
67 山下紅療院製剤部 四谷区 ― 1 広告
合計 221 発信業者 67 軒（うち注文あり39 軒）
　百貨店計 103 三越，白木屋，松屋，松坂屋
（出所）田中本家資料，書簡（未登録）より作成。     
（注 1）「内容」欄には，書簡から注文を確認できた場合にその内容を摘記した。カッコ内は年月日と価格。年不明のものは月日のみ。一部消印による。 
（注 2）あて先は，「田中本家」が100通，「佐賀（子）」が92通，「邦治」が4通，「太郎」が3通，「田鶴（子）」が2通，「新十郎」が8通，その他不明。
番号 差出・作成 所在地 年代 通数 内容






























6 阿羅屋履物店 長野市西後町 1921-22年 5 六寸アト歯下駄 2 足（22/3/3），細男物雨傘 2 本（22/4/9，8.60），雨傘（22/10/5）
7 池田元吉商店（海産物乾物缶詰） 長野市間御所町 1922年 3 本場極最上鰹節16本入（22/3/5，23.85）
8 松屋洋品店 長野市 1912-14年 2 挨拶状
9 かなめや商店（婦人小間物） 長野市元善町 1913-14年 2 モデール（14/4/15）
10 前嶋蓄音器部（高田屋） 長野市大門町 1913-14年 2 東家楽燕新譜（13/2/21），広告
11 会津屋履物店 長野市大門町 1914年 2 挨拶状
12 松井屋履物店 長野市 1914年 2 丸下駄 2（4/17，1.22），挨拶状





14 東洋蓄音器商会 長野市権堂町 1922年 2 挨拶状
15 つづきや呉服店 長野市相生町 1922年 2 挨拶状，広告
16 桜屋園（林久左衛門） 長野市東之門町 1913年 1 赤土（13/5/28）
17 紙屋洋物店（渡辺太吉） 長野市大門町 1914年 1 挨拶状
18 坂本酒造場 長野県上水内郡 1914年 1 広告
19 清水屋呉服店 長野県下水内郡 1922年 1 挨拶状
20 原田吉太郎（海陸物産） 長野市吉田 1922年 1 挨拶状
21 塚田岩次郎（日野屋号） 長野市東之門町 1922年 1 挨拶状
22 深掘洋服店 長野市西後町 1922年 1 注文（7/17）
23 中越屋漆器指物商店 長野市西後町 1923年 1 鎧旭（9.20）・武者（4.80）（23/5/25）
24 蜂須賀忠四郎（山林種苗林業標本）長野県西筑摩郡 1925年 1 広告
25 石坂重太郎（能登重，鰹節杏） 長野市後町 1928年 1 鰹節（28/11/29，17.90）
26 大内洋物洋服店 長野市後町 ― 1 広告
27 堀内国助商店（図書文具雑貨） 長野県須坂上町 1923-26年 2 広告
28 エム商会薬品部 長野県須坂町 1922年 1 挨拶状
29 北村洋品店 長野県須坂町 1922年 1 広告
30 山本庄助商店（屏風襖製造） 大阪市東区 1922年 3 屏風金物（22/6/9），注文（22/7/3，400.00）
31 藤沢友吉商店（薬種問屋） 大阪市東区 1922-23年 2 加工樟脳（22/9/5，2.50），同（23/6/21，2.60）
32 中山太陽堂（化粧品） 大阪市南区 1923年 2 広告
33 関西婦人新聞社 大阪府枚方町 1921年 2 新聞（0.50），広告
34 灘萬食料品店 大阪北浜 ― 1 広告
35 日光社 大阪市北区 1922年 1 注文（7/28）




37 宮崎大助（絹織物） 新潟県小千谷町 1926年 1 広告
38 高橋■店（粟飴翁飴） 新潟県高田市 1913年 1 注文（13/11/23，1.20）
39 阪上牡丹園（苗木） 兵庫県川辺郡 1913-14年 5 牡丹苗ほか18（14/10/9，16.74），広告・注文用紙，挨拶状
40 薔薇園植物場 兵庫県川辺郡 1922-23年 4 種子など（22/12/25，5.20），広告，挨拶状
41 堀内光影堂（写真機） 横浜市 1914-19年 4 注文（20/5/16，50.00），注文（19/6/16，5.85），広告・注文用紙，挨拶状
42 旭店 神奈川県小田原 ― 1 塩辛（11/14，0.62）
43 十一屋呉服店通信販売部 名古屋市 ― 2 広告・注文用紙
44 山弥漆器店（山本弥平） 石川県輪島 1923年 4 上等重箱，挨拶状
45 蜂須賀忠四郎（山林種苗） 岐阜県 ― 1 挨拶状
46 山城園小売部 京都府田辺町 ― 1 広告
47 平山長松（薬） 千葉県上総 ― 1 広告
48 朝鮮人参製剤所 朝鮮・京城 ― 1 広告・注文用紙
49 飯田商店 北海道根室 1925年 1 鮭（25.05）・筋子（24.60）（12/25）
合計 140 発信業者49軒（うち注文あり26軒）
　長野県計 97 発信業者29軒（うち注文あり14軒）
（出所）田中本家資料，書簡（未登録）より作成。     
（注 1）「内容」欄には，書簡から注文を確認できた場合にその内容を摘記した。カッコ内は年月日と価格。年不明のものは月日のみ。一部消印による。  
（注 2）あて先は，「田中本家」が104通，「田鶴（子）」が10通，「新十郎」が6通，「邦治」が5通，「太郎」が1通，その他不明。   
（注 3）■は印判が薄いため判読不能。     
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他方，表 4 は，東京以外の業者から発信された通信販売関連の書簡を整理したものである。「合
計」欄からみると，計 140 通を数え，これは東京所在業者によるものを含めた通販関連書簡全体
の 3 分の 1 強に上る。そのうち，長野県に所在する業者からの発信書簡が 97 通を数え，その大部
分は長野市所在の業者からのものとなっている。ほかには，大阪や新潟がやや多いが，それほど目
立ったものではない。業者別にみれば，発信業者数は 49 軒で，うち 26 軒は注文を確認できるが，
書簡数の上位は長野市の業者が占めており，田中本家が繰り返し注文を行っていたことも確認でき
る。











表 5 は，1921（大正 10）年の田中本家の収支を示す帳簿から，東京所在業者からの購入とみられ
る記録のみを摘記して整理したものである。あくまでも東京所在業者であることが判明した例のみ
という限界はあるものの，この表 5 に示されるのは，1921（大正 10）年における購入記録の全容で
あるため，1 年間にどれだけ通信販売を利用していたのかを知る手がかりとなる。これによれば，年
















支払先 回数 総額 内容 表3






里村商店 6 8.64 蝿取飴買入代送金（6/28，7/12，8/3，8/28，9/29，11/3）
主婦之友代理部 4 9.75 本買入代送金（5.32），買物代送金（3/5，12/12），買物代不足金（3/4）
報知社代理部 4 5.50 買物代送金（3/1，3/3），さんセロ石鹸買入代（3/14），蚊遣粉買入代（7/31）番号11
すがた社 4 4.30 婦女画報本年分送金（3/3），雑誌買入代送金（5/4），雑誌買入代送金（5/4），十月号雑誌代送金（9/24），日本婦人1冊買入代送金（11/21）
白木屋呉服店 3 38.62 反物買入代送金（5/12），白木タイムス1ヶ年購読料（5/12），買物代送金（7/9）番号 2
松坂屋 3 28.74 買物代集金郵便局払（12/12），書留小包料（12/17），代金引換郵便（12/28）番号 6
松井良輔商店 3 10.68 別珍足袋買入代送金（1/7，1/26，12/20） 番号17
井筒屋商店 3 8.01 井筒油買入代金引替（1/12），寿みれ1瓶買入代（6/18），買物代送金（11/30）番号10
佐々木商店 3 7.46 白髪染薬買入代金（5/19，11/1），買物不足代送金（11/8） 番号25
帝國製薬株式会社 3 3.69 ナフタリン買入代送金（4/13，9/19，12/19）
山城屋商店 2 8.50 鮭粕漬買入れ代送金（1/28），買物不足分送金（2/2） 番号52
小華園 2 1.91 まげ買入代金（7/1），書留小包料（7/8）
アルス商会 2 1.07 雑誌買入代（4/9），雑誌半ヶ年代送金（5/28）
東京社 1 9.63 婦人画報 1ヶ年分購読料振替送金（12/10）
丁字堂薬房 1 6.59 薬買入代送金（1/4）
日本婦人社 1 6.35 雑誌 1 年分購読料送金（12/30）
実業之日本社 1 5.04 婦人世界 1ヶ年分購読料（12/17）
浜田屋商館 1 4.25 犬の首輪買入代金（5/1）
東京美術館 1 3.57 絵画清談購読料1ヶ年分（6/19） 番号33
金井信生堂 1 2.65 雑誌買入代（7/12）
尾崎養心堂 1 2.33 蟻除薬買入代送金（8/16） 番号40
ライオン石鹸 1 2.33 買入代（11/8） 番号46
桐山染料商会 1 1.97 送金（3/23） 番号23
寿みれ堂 1 1.83 寿みれ洗粉買入代（7/18） 番号48
酒悦商会 1 1.75 福神漬買入代送金（7/31） 番号59
福々堂 1 1.67 灰色トつくつくかい買入代金（11/20）
大同書会 1 1.35 書勢雑誌代 3 ヶ月（6/6）
東京社薬品部 1 1.33 薬買入代送金（6/30）
万弁舎 1 1.30 自然晒粉買入代送金（11/20）
熊沢金盃堂 1 1.23 買物代送金（3/3）
銭台商店 1 1.23 金属磨液買入代（8/25）
柳屋 1 1.23 粉石鹸買入代送金（7/27） 番号22
有信堂 1 1.23 貧血効能薬買入代（3/16）
誠善堂 1 1.21 売薬買入代送金（1/12）
尾崎光仁堂 1 1.17 蟻退除薬買入代送金（7/31） 番号42
誠文堂 1 1.17 子供絵本買入代金（4/5）
東明商会 1 1.17 買物代送金（9/10） 番号61
宅間末廣堂 1 1.16 白髪染買入代（4/24） 番号14
理容館 1 0.91 白粉買入代（9/24）
正光堂 1 0.75 買物代送金（3/16）
一貫堂 1 0.73 蝿取飴買入代（7/12）
西ヶ原種苗店 1 0.61 絹糸原買入代金（8/3）
浜田カバン店 1 0.18 書留小包（5/2）
（不明） 2 2.14 まげ 2 個買入代送金（4/10），薬買入代送金（5/9）
合計 97 866.40 
（出所）「大正拾年　収支明細綴」（田中本家資料，生活1-216）より作成。    
（注 1）金額の単位は円，小数点以下は銭の単位を示す。    
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年月日 方法 金額 内容 出所
1910年 3月11日 通信 66.09 島八丈（9.70），米沢琉球（7.70），紋御召（27.80），糸織（10.20），同（10.40），取立料（0.29） 生活2-378
12月5日 店頭 36.35 色モス（2.10），不明（4.95），マント（8.80），紋御召1反（20.50） 別置
1913年
3月21日 通信 27.13 
オリヂナル 1ヶ（1.20），紙白粉1冊（0.10），香氛紙 1 打（0.25），紅板 1ヶ（0.38），
香の袖 2 ヶ（0.30），京華唐織 9 寸 1 本（9.00），博多織 9 寸 1 本（6.90），千
代唐織 9 寸 1 本（9.00）
7-35
1914年 3月22日 通信 17.30 京華織 9 寸 1 本（8.40），京華織 9 寸 1 本（8.90） 11-8
1919年 12月24日 通信 117.15 靴下 1 足（1.50），同（1.20），華香お召 1 反（19.00），華陽銘仙 2 反（21.60），好和織 1 反（33.80），縞大島 1 疋（39.60），小包料（0.45） 雑件の一1-202
1921年 2月21日 通信 3.30 紺キャラコ足袋 3 足（3.12），小包料（0.18） 雑件の一1-221
3月12日 通信 25.55 封筒10帖（1.20），便箋 5 冊（1.55），女児用鞄 1ヶ（1.55），模様名仙 1 反（20.50），荷造箱代（0.30），小包料（0.45） 雑件の一1-213
5月7日 通信 50.24 男児帽子（2.40），女児帽子（2.70），荷造（0.48），小包（0.36），ワイシャツ（4.80），荷造（0.60），小包（0.45），本ネル地 2 反（38.00），小包（0.45） 雑件の一1-215
6月6日 通信 40.60 
麦稈帽子（5.00），荷造（0.45），小包（0.36），茶靴（3.00），ヘラ（0.20），同（0.30），
友染近江麻縮片側帯 2 本（7.60），紋羽二重兵児帯 1 本（5.65），絣名仙 1 反
（17.50），小包（0.54）
雑件の一1-215
6月8日 通信 9.18 
縞本ネル（御遣し品）湯通し代 1 反（0.17，男物），生モス裏袷肩当 1 組（1.15，
男物），同敷当 1 枚（0.32，男物），仕立代 1 枚分（1.55，男物），縞本ネル（御
遣し品）湯通し代 1 反（0.17，女物），生モス裏袷肩当 1 組（1.15，女物），仕
立代（1.55，女物），紺キャラコ足袋 3 足（2.76），小包料（0.36）
雑件の一1-215
8月14日 通信 155.59 
小紋主絽御召 5 尺 1 枚（37.14），小紋ジョゼット縮 9 寸 1 反（38.00），曙染紋
紗縮 9 寸 1 反（35.00），友染絽紋縮 9 寸 1 反（44.60），荷造箱代（0.40），小
包料（0.45）
13-20
8月24日 通信 78.60 縞御召女単衣（36.92），紋紗縮緬単羽織（36.69），無地絽縮緬半衿（2.05），同（1.83），荷造代（0.75），送料（0.36） 雑件の一1-218
8月29日 通信 14.33 白奈良麻男長襦袢（14.06），送料（0.27） 雑件の一1-218
8月31日 通信 2.58 都肌着（2.40），送料（0.18） 雑218







9月5日 店頭 119.75 王紬（32.00），友染絞羽織半子 5 尺（18.90），友染錦紗実用切（29.00），紋9 寸（37.80），その他は内容不明（領収証 1 枚） 8-13，23～25，52
9月9日 店頭 90.91 信玄袋（4.20），その他は内容不明（領収証30枚） 8-15，47
9月20日 通信 57.32 モーニング之揃，スボン 13-23
10月4日 通信 3.94 紺キャラコ足袋（3.76），送料（0.18） 雑件の一1-218
12月2日 通信 16.32 毛糸チョッキ（5.50），毛糸手袋（0.95），同（0.45），レバー石ケン 2 箱（2.00），日和下駄（1.30），荷造代（0.43），小包料（0.54） 雑件の一1-211
12月17日 通信 16.17 更紗紬 1 反（16.00），小包料（0.17） 雑件の一1-211
12月20日 通信 63.07 無地塩地高貴三縫紋男袷羽織 1 枚（51.76），スコッチ製靴下 2 足（5.40），同2 足（4.80），荷造代（0.75），小包料（0.36） 雑件の一1-211
1922年
1月11日 通信 64.27 
ラクダ毛本毛シャツ 1 組（24.00），毛糸シャツ 1 枚（7.00），毛糸オバーセター
1 枚（24.00），足袋カバー（九半） 1 足（0.76），小共毛糸袖無シャツ1 枚（3.20），
小共赤毛糸シヤツ 1 枚（4.95），小包料（0.36）
雑件の一1-229
1月22日 通信 49.00 ラクダ毛シャツ 1 組（49.00），荷造代・小包料（店持） 雑件の一1-229
4月20日 通信 103.80 小紋縮緬女袷羽織 1 枚（54.44），小紋縮緬女袷羽織 1 枚（48.14），荷造代（0.75），小包料（0.45），四月九日御送付品不足（0.02） 22-179
5月21日 通信 4.58 紺キャラコ足袋 4 足（4.40），小包料（0.18） 雑件の一1-228
6月5日 通信 1.90 靴下（1.55），同（1.35） 雑件の一1-228
6月7日 通信 12.31 パテン靴 1 足（2.40），洋服下着 1 枚（2.50），女児服 1 枚（7.00） 雑件の一1-234
7月4日 通信 16.45 縞近江麻座布団 5 枚（14.00），荷造代（2.00），送料（0.45） 雑件の一1-228
7月7日 通信 1.08 タヲル寝冷知らず（0.90），送料（0.18） 雑件の一1-228
7月8日 通信 10.38 レモンティー（1.50），サンライト石ケン5（0.75），化粧御手拭（2.10），荷造箱（0.20），送料（0.45），タヲル男浴衣（5.20），送料（0.18） 雑件の一1-228
7月28日 通信 10.24 タブレット石ケン 1 箱（1.40），トランスハーレント石ケン 2 箱（1.80），レバー石けん 1 箱（1.00），束髪かんざし（2.35），荷造代（0.37），小包料（0.72） 雑件の一1-230
8月1日 通信 5.93 紺キャラコ 5 足（5.75），小包料（0.18） 雑件の一1-230
8月3日 通信 11.21 内容不明 35-75
9月16日 通信 5.61 レバー石ケン 3（3.00），封筒10（1.90），荷造代（0.26），小包料（0.45） 雑件の一1-231








































1922年 10月17日 通信 50.15 小紋縮緬 1 反（39.60），毛糸シャツ（2.60），同（3.00），紺キヤラコ足袋 3 足（3.15），ドン水白粉（1.25），荷造代（0.10），小包料（0.45） 40-63
10月28日 通信 84.76 内容不明 35-11
11月20日 通信 51.03 オーバコート1 枚 35-81
1925年





11月21日 通信 7.68 肩鉤モヽ 引（3.60），同（3.90），小包料（0.18） 雑件の一1-129
12月13日 通信 17.81 起毛チョッキ（3.45），レバン石鹸 3 ヶ入り× 3（3.00），乾のり5 帖入（2.20），焼のり2（6.30），人造シャグマ 3 ヶ（1.50），小包料（0.81），荷造料（0.55） 雑件の一1-129
表7　1908年時点における須坂所在商店の事例
（出所）田中本家資料より作成。番号のみの出所資料はすべて書簡（未登録）。     



















































そして，表 9 は，地元須坂の呉服店から 2 店舗，長野市の呉服店から1 店舗を例にとり，購入商品の






支払先 所在地 金額 内容
山田屋呉服店（高橋蔦之助） 須坂町 93.63 商店買物代（8/22）
綿屋呉服店（中野呉服店） 須坂町 60.00 呉服代ノ内（8/22）
冨士屋呉服店 須坂町 28.57 太物代（8/18）
北村洋品店 須坂町 22.60 商店買物代（8/22）
荒井袈裟治商店（足袋商） 須坂穀町 21.57 足袋シャツ類（8/22）
西田屋洋品店 須坂町 12.06 シャツ類半えり（8/22）
武藤太作（真綿製造販売） 須坂穀町 8.35 真綿代（8/31）
日の出屋商店 須坂町 2.08 カーセ手拭白襦袢（8/22）
岡田屋亀吉 須坂町 0.93 サルマタ代（7/17，0.30），足袋代（10/12，0.63）
和田呉服店 長野市西町 300.00 呉服代（8/21）
藤井呉服店 長野市西之門町 263.00 呉服代（8/20）




松屋洋品店 長野市 102.46 洋品代盆前分（9/26）
深掘洋服店 長野市西後町 100.00 洋服代（12/30）
山田仲治（かなめや商店） 長野市元善町 92.65 櫛其他（8/20）
西川洋品店（西川金助） 長野市大門町 41.96 盆前買物代（9/22）
白洋舎 長野市諏訪町 2.86 洗濯料（8/14，1.49），シャツ洗濯料（11/27，1.37）
三越呉服店 東京市 207.27 被服代（7/22，50.08），買物代振替口座へ払込（11/15，25.77），物品代振替口座へ払込（12/26，96.42）
藤沢友吉 大阪市 10.01 加工樟脳代（8/25，3.35），同（10/3，3.33），同（11/18，3.33）
福助足袋店 大阪府堺市 6.17 足袋代（7/14，2.72），福助足袋代（10/3，3.45）
白牡丹本店 東京市 3.00 代金引換分（8/4）
婦女界 東京市 1.47 粉石鹸代（8/29）
























（出所）「大正拾参年度　収支内訳帳」（田中本家資料1号目録，生活218-1）より作成。   
（注 1）金額の単位は円。小数点以下は銭の単位を示す。   
（注 2）「支払先」の情報は，領収証などから適宜補った。   
（注 3）「内容」欄は出所史料より摘記したもので，（　）は月日と金額を示す。   
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    　  御注文品名　足袋　　　　　　





綿幸呉服店 須坂町 68 96 1.58 
名仙 1 反（13.10），友仙モス 1 丈 6 尺（7.84），友仙
モス 1 丈 1 尺（5.61）， 無 地 名 仙 7 尺 3 寸（4.23），
詣牛弐切 1 丈 4 尺 5 寸（4.20），友仙モス 8 尺（4.08），
瓦ス絣 1 反（3.90），牡丹絣り2 反（3.18），白瓦ス
モス 1 疋（3.00），白瓦スモス（3.00）
生活1-141-19
山田屋呉服店 須坂町 48 83 2.60 
名仙 1 反（15.50），名仙 1 反（13.40），名仙 1 反糊
ヌキ代（12.00），白地縮（11.50），新帯大柄（9.80），
新帯大柄（8.30），色もす 1 丈 8 尺 3 寸（7.74），セ
ル拭 4 枚（5.70），白羽二重（5.70），瓦斯縞 1 反（4.78），
瓦斯縞 1 反（4.78）
生活1-141-16
藤井呉服店 長野市 34 85 5.98 
紬縞 1 疋（36.80），銘仙 1 疋（25.60），八端織 1 反
（25.00），大島縞 1 反（24.70），結城縞 1 反（23.00），
節織 1 反（18.20），羽二重 9 寸 1 本（18.20），単衣
帯 1 本（17.40），銘仙 1 反（16.50），羽二重 9 寸 1
本（15.60）
生活1-141-14
三越 東京市 12 38 16.58 
綴単帯（83.00），無地塩地高貴三縫紋男袷羽織 1 枚
（51.76），友染絽紋服 9 寸 1 反（44.60），小紋ジョゼッ
ト服 9 寸 1 反（38.00），小紋主絽御召 5 尺 1 枚（37.14），















様のハガキで，「パオン綿ネクタイ」は「暫時」（1915〈大正 4〉年 10 月 21 日作成
（33）
），「白靴一足」は
「十二三日」（1921〈大正 10〉年 7 月 26 日作成
（34）
），「羽二重製綿入背当及三越元結」は「十日間」（1923











1921（大正 10）年の 1 年間で，田中本家が三越宛の書留小包を 9 回も送付していたことが判明する。
このような返品や交換の多さは，先述した代理選択による面が大きかったと考えられるが，田中
本家の側からすると，やむを得ず代理選択を迫られる局面が少なくなかった。






















1913年 1 ― 1 2 ― ― ― 4
1914年 1 ― 1 1 ― 2 3 8
1915年 ― ― ― ― 1 ― ― 1
1920年 ― ― ― ― ― 1 ― 1
1921年 4 2 1 1 2 1 1 12
1922年 8 5 1 ― 7 6 3 30
1923年 2 1 2 1 3 2 3 14
1925年 ― ― ― ― ― ― 1 1
1926年 ― ― ― ― 1 ― 1 2
合計 16 8 6 5 14 12 12 73
表10　通信販売関連の田中本家宛書簡（三越より発信分）
（出所）田中本家資料，書簡（未登録）より作成。       
（注 1）年次別にみた通数の偏りは，史料の残存状況によるところが大きいと思われる。


































12 月 2 日作成の領収証
（42）
）や，「毛糸シャツ」（1921〈大正 10〉年 12 月 17 日作成の領収証）の注文
（43）
，さ































































からの通信販売だけでも，年間 800 円以上を支出し，これは消費支出総額の 1 割程度に上っていた。
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小川　正孝 宮城県仙台市 東 北帝 国 大 学 総 長（ 年 俸7,700円）
松屋に裾模様と丸帯3本注文
（1929年） ⑦
広江　嘉平 茨城県結城郡上山川村 大地主T13（78町） 三越（1930年ほか） ④
小林　賢太郎 埼玉県北埼玉郡元和村 大地主M29，T13（91.4町） 松屋（1914年），松坂屋（1919年） ②
長谷川　敬助 埼玉県北埼玉郡北河原村 大地主M29 松屋（1926年） ③
田中本家 長野県上高井郡須坂町 豪商，財産家M34，大地主T13（85.2町） 注文あり ⑥







































として」（『経済科学』名古屋大学，57 巻4 号，2010 年3
月 ），Satoru Nakanishi and Tomoko Futaya, ''Japanese 
Modernisation and the Changing Everyday Life of 
the Consumer: Evidence from Household Accounts'', 
（Penelope Francks and Janet Hunter 〈eds.〉, The 
Historical Consumer: Consumption and Everyday Life 























界』9 巻 6 号，1908 年 5 月）30 頁。
（12）――『みつこしタイムス』（11巻 6 号，1913 年 5月）14頁。
（13）――前波仲子「通信販売の話　第一回」（『商店界』
9 巻 12 号，1929 年 10 月）37 ～ 39 頁。
（14）――ＳＨ生「御客様と店員との問答」（『みつこしタ












2003 年 3 月）が検討を加えている。
（17）――田中本家が地主経営に傾斜していくプロセスに
ついては，須坂市史編纂委員会編『須坂市史』（1981 年）


























年）266 ～ 267 頁による。田中本家からみると，初代新
八の三男・新五右衛門の子孫という位置にあたるという









































（47）――田中本家宛藤井呉服店書簡（年不明 2 月 23 日）
「田中本家資料」書簡 6-37。
（48）――田中本家宛藤井呉服店書簡（年不明 12 月 1 日）
「田中本家資料」書簡 4-11。
（49）――田中本家宛藤井呉服店書簡（年不明 7 月 28 日）
「田中本家資料」書簡 14-25。
（50）――『株式会社三越 85 年の記録』（三越，1990 年）
34 頁。
This article analyzes the consumption behavior of the Tanaka family in Suzaka City, Nagano Prefec-
ture, focusing on their use of mail-order services. The family is known to have purchased various goods 
from department stores in Tokyo, such as Mitsukoshi, through mail order from the late 19th to the early 
20th century although not all the related letters have been analyzed. These unorganized letters are ex-
amined in this joint research through a comprehensive examination of documents of the family, revealing 
how they actually used mail-order services. The results of the examination are shown below.
The Tanaka family made intensive use of mail-order services and purchased a variety of goods in the 
Taishō period (1912-1926). Their most favorite store was Mitsukoshi, followed by shops in Nagano City 
and other stores than Mitsukoshi in Tokyo. It is worth noting that the family had close connections not 
only with stores in Tokyo but also with those in the nearest prefectural capital. This discovery can pro-
vide important insights for the analysis of how wealthy families in rural areas used mail-order services. A 
comparison of prices of kimonos and fabrics purchased by the Tanaka family reveals that they bought the 
most expensive products from Mitsukoshi, the second most expensive ones from stores in Nagano City, 
and the cheapest ones from stores in their local city of Suzaka.
This distinction indicates the strong influence of Mitsukoshi on fashion trends. Still, in actuality, the 
influence was significantly restricted due to the store’s mail order service. The letters preserved in the 
Tanaka family suggest that many of the orders were cancelled or substituted because the ordered items 
were out of stock. This uncertainty of availability forced the family to deal with stores in Nagano City, 
which responded flexibly to various demands of the family by leveraging their geographical proximity and 
face-to-face relationships. Conversely, it is worth noting that the family continued to patronize Mitsuko-
shi despite disadvantages. One of the reasons is considered the influence of Mitsukoshi on fashion trends 
though such a strong influence was merely incidental to the store’s brand image.
Key words: Wealthy families in rural areas, consumption behavior, mail-order service, department store, 
Mitsukoshi, fashion trends
MITSUZONO Isamu
Mail-order Services and Consumption Behaviors of Wealthy Families in 
Rural Areas in the Taishō Period: A Case Study Focused on the Relationships 
between Mitsukoshi and the Tanaka Family in Suzaka City, Nagano Prefecture
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